
「守
山
サ
ー
ク
ル
」年
末
恒
例
お
買
い
物
ツ
ア
ー

「北
陸
・日
本
海
さ
か
な
街
と

三
方
五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
」
参加者募集

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

次
号
は
１１
月
２４
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

苗代学区子ども会と白沢学区子ども会

下
志
段
味
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
体
験

国
府
宮
は
だ
か
祭
大
鏡
餅
奉
納
に
向
け
て

映
像
と
光
輝
く
「名
古
屋
城
」に
ご
招
待

第
�
師
団
が
創
立
�
周
年
記
念
行
事

２４
日

守
山
駐
屯
地
で
戦
車
の
試
乗
な
ど

                     

                     

北
陸
最
大
級
の
海
鮮
市
場

「
日
本
海
さ
か
な
街
」

　
区
内
の
中
日
新
聞
販
売
店
で

つ
く
る
「
守
山
サ
ー
ク
ル
」
が

企
画
し
た
年
末
恒
例
お
買
い
物

ツ
ア
ー
「
北
陸
・
日
本
海
さ
か

な
街
と
三
方
五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー

ラ
イ
ン
」
を
十
二
月
二
十
二
日

（
土
）
に
開
催
。
現
在
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
、
三
方
五
湖
が
一

望
で
き
る
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン

山
頂
公
園
で
絶
景
を
楽
し
ん
だ

後
、
海
の
幸
な
ど
が
味
わ
え
る

昼
食
。
ま
た
、
北
陸
最
大
級
・

七
十
店
余
り
が
軒
を
連
ね
る

「
日
本
海
さ
か
な
街
」
で
ゆ
っ

く
り
と
買
い
物
も
で
き
る
。

　
バ
ス
の
発
着
場
所
は
①
志
段

味
支
所
前
②
小
幡
緑
地
西
園
駐

車
場
入
り
口
③
小
幡
駅
付
近
④

印
場
駅
交
番
前
⑤
引
山
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
⑥
新
守
山
駅
交
番

前
。
午
前
八
時
ご
ろ
に
出
発

し
、
午
後
六
時
ご
ろ
区
内
へ
戻

る
予
定
（
参
加
者
に
は
最
終
行

程
表
で
詳
し
い
時
間
を
案
内
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
代
金
は
一
人
八
千
二
百
円
、

子
ど
も
も
同
額
。
申
し
込
み
受

け
付
け
中
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
中
日
ツ
ア
ー
ズ
＝

☎
（
２
３
１
）
０
８
０
０
（
日

曜
、
祝
日
を
除
く
午
前
十
時
―

午
後
六
時
）
＝
へ
。

個人戦・小学１年生以下から中
学生の各部で優勝した皆さん

個人戦・高校生男子の
部で入賞した皆さん

団体戦・小学生高学年の部
で優勝した久田剣道場Ａ

優勝の小幡イーグルス

団
体
戦
・
中
学
生
男
子
の
部

で
優
勝
し
た
久
田
剣
道
場

団体戦・中学生女子の部
で優勝した久田剣道場Ａ

団体戦・小学生低学年の部
で優勝した久田剣道場Ａ

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
少
年

剣
道
大
会
（
十
月
七
日
、
志
段

味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
競
技
場
）

＝
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
後
援

　
▽
個
人
戦
　
〈
小
学
一
年
以

下
〉
①
永
井
悠
詩
〈
同
二
年
〉

①
尾
崎
仁
②
岸
﨑
美
薗
〈
同
三

年
〉
①
大
嶋
虹
乃
美
②
大
道
琥

白
③
中
北
空
③
山
口
真
周
〈
同

四
年
〉
①
中
村
優
空
②
岸
﨑
惠

照
③
吉
本
実
優
③
池
田
珠
希

〈
同
五
年
〉
①
山
本
実
和
②
川

本
吏
緒
③
水
野
友
雅
③
奥
田
芽

吹
〈
同
六
年
〉
①
名
本
尊
②
鈴

木
涼
之
介
③
増
山
翔
大
③
池
田

千
尋
〈
中
学
一
年
〉
①
森
屋
朱

葵
②
塩
田
円
佳
③
山
本
泰
生
③

中
村
碧
空
〈
同
二
・
三
年
男

子
〉
①
梶
田
捺
貴
②
名
本
光
希

③
中
野
瑛
翔
③
林
大
地
〈
同
二

・
三
年
女
子
〉
①
大
嶋
妃
奈
②

森
文
那
③
舟
橋
花
音
③
吉
本
仁

子
〈
高
校
男
子
〉
①
梶
田
凱
生

②
原
田
敬
生
③
桑
原
孝
太
③
板

倉
玄
太
郎
（
敬
称
略
）

　
▽
団
体
戦
　
〈
小
学
低
学

年
〉
①
久
田
剣
道
場
Ａ
②
久
田

剣
道
場
Ｂ
③
守
山
剣
友
会
〈
同

高
学
年
〉
①
久
田
剣
道
場
Ａ
②

久
田
剣
道
場
Ｂ
③
守
山
剣
友
会

〈
中
学
男
子
〉
①
久
田
剣
道
場

②
守
山
東
中
学
校
Ａ
③
守
山
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
〈
同
女
子
〉
①
久

田
剣
道
場
Ａ
②
守
山
東
中
学
校

Ａ
③
久
田
剣
道
場
Ｂ

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
軟
式

野
球
大
会
（
九
月
二
・
二
十
三

・
三
十
日
、
十
月
七
・
十
四

日
、
小
幡
緑
地
西
園
野
球
場
ほ

か
）

　
▽
〈
一
・
二
回
戦
〉
お
い
で

よ
守
山
２
―
１
バ
ッ
ク
シ
ャ

ン
、
ビ
ー
グ
ル
ス
４
―
３
苗

代
、
小
幡
イ
ー
グ
ル
ス
�
―
０

パ
ル
プ
ン
テ
、
三
菱
電
機
バ
デ

ィ
ー
ズ
７
―
０
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ

ー
ズ
、
Ｓ
Ａ
ク
ラ
ブ
�
―
１
ブ

ル
、
弥
富
デ
ビ
ル
ス
タ
ー
ズ
３

―
１
ビ
ッ
グ
ラ
イ
ナ
ー
ズ
、
お

い
で
よ
守
山
３
―
０
タ
ナ
ベ
、

小
幡
イ
ー
グ
ル
ス
７
―
２
ビ
ー

グ
ル
ス
、
三
菱
電
機
バ
デ
ィ
ー

ズ
２
―
０
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー

ズ
、
Ｓ
Ａ
ク
ラ
ブ
３
―
１
弥
富

デ
ビ
ル
ス
タ
ー
ズ
〈
準
決
勝
〉

小
幡
イ
ー
グ
ル
ス
２
―
０
お
い

で
よ
守
山
、
Ｓ
Ａ
ク
ラ
ブ
７
―

０
三
菱
電
機
バ
デ
ィ
ー
ズ
〈
三

位
決
定
戦
〉
お
い
で
よ
守
山
１

（
抽
選
）
１
三
菱
電
機
バ
デ
ィ

ー
ズ

　
〈
決
勝
〉
小
幡
イ
ー
グ
ル
ス

�
―
１
Ｓ
Ａ
ク
ラ
ブ

モリスちゃんみこしを披露
した「苗代学区子ども会」

名古屋のシンボルを表現した「白沢学区子ども会」

「
う
ま
く
で
き
る
か
な
」
子
ど

も
も
順
番
に
稲
刈
り
を
体
験

夜の本丸御殿がみやびやかなアート空間に

戦車の試乗は毎年大人気のイベント

　
苗
代
学
区
子
ど
も
会
と
白
沢

学
区
子
ど
も
会
は
先
月
二
十
一

日
、
「
名
古
屋
ま
つ
り
」
の
ま

つ
り
行
列
の
一
つ
「
子
ど
も
会

み
こ
し
パ
レ
ー
ド
」
に
参
加
。

両
会
そ
れ
ぞ
れ
が
手
作
り
み
こ

し
を
担
い
で
練
り
歩
き
、
た
く

さ
ん
の
見
物
客
に
〝
自
慢
の
作

品
〟
を
披
露
し
た
。

　
子
ど
も
会
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

に
は
市
内
十
六
区
の
各
代
表
が

集
ま
り
、
守
山
区
か
ら
も
学
区

ご
と
に
交
代
し
な
が
ら
毎
年
参

加
。
昨
年
の
名
古
屋
ま
つ
り
が

台
風
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
と
し
は
苗
代
と
白
沢
の

二
つ
の
学
区
が
担
当
し
た
。

　
苗
代
学
区
子
ど
も
会
の
み
こ

し
は
、
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」

を
か
た
ど
っ
た
も
の
。
会
員
の

子
ど
も
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
投
票
で
決
定
。
夏
休

み
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
身
長

約
百
五
十
㌢
の
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん

作
り
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
子
ど
も
や
保
護
者
が
交
代
で

集
ま
り
、
段
ボ
ー
ル
の
骨
組
み

と
丸
め
た
新
聞
紙
に
よ
る
胴
体

や
風
船
を
使
っ
た
手
足
な
ど
、

子
ど
も
が
担
げ
る
重
さ
に
な
る

よ
う
工
夫
し
な
が
ら
作
業
。
新

聞
紙
を
重
ね
貼
り
し
た
表
面
に

は
多
く
の
紙
花
を
付
け
、
〝
も

ふ
も
ふ
感
〟
を
表
現
し
た
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
鈴
を
入
れ
た

鳴
り
物
の
ほ
か
、
会

の
名
前
を
書
い
た
う

ち
わ
も
用
意
。
頭
や

胴
体
を
つ
な
ぐ
全
体

の
組
み
立
て
で
は
、

紙
芯
を
通
す
穴
開
け

に
気
を
使
い
、
と
て

も
苦
労
し
た
と
い

う
。

　
パ
レ
ー
ド
当
日
は

同
会
の
子
ど
も
ら
約

五
十
人
が
参
加
し
、

保
護
者
も
一
緒
に
な

っ
て
「
わ
っ
し
ょ
い
」
。
市
役

所
前
か
ら
栄
交
差
点
ま
で
の
一

・
六
㌔
を
練
り
歩
き
、
手
作
り

み
こ
し
と
元
気
な
姿
を
披
露
し

た
。

　
鈴
木
一
平
君
（
六
年
）
は

「
最
初
に
張
り
切
り
過
ぎ
て
、

後
で
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
」
。
玉
越

蓮
君
（
同
）
は
「
み
ん
な
が
見

て
く
れ
た
し
、
大
声
を
出
せ
て

楽
し
か
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
話
し
て
い
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
白
沢
学
区
子
ど
も
会
は
、
昨

年
の
制
作
か
ら
保
管
し
て
い
た

み
こ
し
を
携
え
、
一
年
越
し
の

思
い
で
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
デ

ザ
イ
ン
は
名
古
屋
の
シ
ン
ボ
ル

・
金
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
と
、
当
時

は
開
園
間
も
な
い
レ
ゴ
ラ
ン
ド

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。

　
ス
ー
パ
ー
か
ら
分
け
て
も
ら

っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
主
な

材
料
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
合

わ
せ
て
作
っ
た
し
ゃ
ち
ほ
こ
を

表
現
。
ま
た
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
会

の
名
前
が
入
っ

た
横
断
幕
や
の

ぼ
り
な
ど
も
手

作
り
し
た
。

　
作
業
に
は
仕

事
を
終
え
た
保

護
者
も
加
わ

り
、
ほ
ぼ
夏
休

み
の
期
間
を
費

や
し
た
。
「
魚

を
運
ぶ
た
め
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
だ
っ
た
か
ら
、
洗
う
作
業
が

一
番
大
変
で
し
た
」
と
一
年
前

を
振
り
返
っ
た
メ
ン
バ
ー
ら
。

　
同
会
お
み
こ
し
担
当
の
吉
田

留
美
さ
ん
は
「
昨
年
は
、
み
ん

な
が
不
完
全
燃
焼
だ
っ
た
と
思

う
。
パ
レ
ー
ド
で
沿
道
の
人
か

ら
『
レ
ゴ
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
だ
』

『
す
ご
ー
い
』
と
い
っ
た
声
が

聞
こ
え
て
き
て
、
う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
来
年
二
月
の
国
府
宮
は
だ
か

祭
大
鏡
餅
奉
納
に
向
け
た
「
稲

刈
り
体
験
」
が
先
月
八
日
、
下

志
段
味
廻
間
の
田
ん
ぼ
で
催
さ

れ
、
六
月
に
田
植
え
を
し
た
家

族
連
れ
と
、
奉
納
を
行
う
名
古

屋
市
守
山
区
奉
賛
会
の
会
員
ら

約
八
十
人
が
集
ま
っ
た
。

　
田
植
え
体
験
に
続
き
、
な
ご

や
農
業
協
同
組
合
志
段
味
支
店

が
主
催
。
食
を
支
え
る
農
業
を

知
っ
て
も
ら
う
食
農
体
験
の
一

つ
。
田
ん
ぼ
は
約
四
十
㍍
×
三

・
五
㍍
の
広
さ
で
、
同
会
会
員

で
も
あ
る
農
家
が
区
画
の
一
部

を
開
放
し
て
協
力
し
た
。

ほ
う
て
ん

　
祝
詞
奏
上
や
玉
串
奉
奠
な

ど
、
実
り
に
感
謝
す
る
神
事
が

行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
が
横
並

び
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
の
中
へ
。

の
こ
ぎ
り
鎌
を
使
い
、
こ
う
べ

を
垂
れ
る
稲
穂
の
根
元
か
ら
刈

り
取
っ
た
。

　
子
ど
も
も
加
わ
り
、
大
人
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
収
穫
。

小
さ
な
手
い
っ
ぱ
い
に
つ
か
ん

だ
稲
穂
を
掲
げ
、
ス
マ
ホ
を
向

け
る
母
親
ら
に
笑
顔
で
応
え
る

光
景
が
見
ら
れ
た
。

　
「
大
鏡
餅
つ
き
」
は
来
年
の

二
月
十
一
日
で
、
五
十
俵
（
約

三
㌧
）
の
も
ち
米
が
必
要
と
の

こ
と
。
稲
刈
り
体
験
で
収
穫
さ

れ
た
も
ち
米
は
、
大
鏡
餅
作
り

の
一
部
と
し
て
使
わ
れ
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
三
十
七
年
ぶ
り
の
行
事
を
盛

り
上
げ
よ
う
―
。
名
古
屋
市
守

山
区
奉
賛
会
事
務
局
＝
守
山
二

（
守
山
商
工
会
館
内
）
＝
で
は

引
き
続
き
、
一
般
を
対
象
に
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。

　
餅
つ
き
行
事
に
参
加
で
き
る

奉
賛
会
員
（
奉
賛
金
一
万
円
以

上
、
特
典
＝
印
は
ん
て
ん
・
帯

・
厄
よ
け
手
拭
い
・
五
色
布
・

お
下
が
り
餅
）
の
ほ
か
、
賛
助

会
員
（
同
五
千
円
以
上
）
と
い

っ
た
種
別
あ
り
。

　
来
年
一
月
十
五
日
ま
で
受
け

付
け
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
同
会
事
務
局
＝
☎
（
７

７
０
）
１
３
９
７
＝
へ
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
�
師
団
は
二

十
四
日
（
土
）
午
前
九
時
―
午

後
三
時
、
守
山
駐
屯
地
＝
守
山

三
＝
で
「
創
立
�
周
年
記
念
行

事
」
を
開
催
し
、
同
駐
屯
地
内

を
一
般
に
開
放
す
る
。

　
午
前
十
時
か
ら
は
、
戦
車
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
車
両
や
ヘ

リ
が
参
加
す
る
大
規
模
な
観
閲

行
進
を
披
露
。
模
擬
戦
な
ど
迫

力
あ
る
訓
練
展
示
、
ド
リ
ル
演

奏
も
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
戦
車
の
試
乗
（
要
整

理
券
、
午
前
九
時
―
北
門
付
近

で
配
布
）
や
装
備
品
展
示
、
第

�
音
楽
隊
ほ
か
「
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
な
ど
家
族
で
楽
し

め
る
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
自
衛

隊
の
制
服
を
着
て
記
念
撮
影
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
、
多
彩
な
模
擬

店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
ぶ
。

　
当
日
の
会
場
に
は
駐
車
場
が

な
い
た
め
、
自
衛
隊
小
幡
訓
練

場
（
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車

道
小
幡
イ
ン
タ
ー
南
側
）
と
守

山
区
役
所
に
臨
時
駐
車
場
を
開

設
。
両
駐
車
場
と
Ｊ
Ｒ
新
守
山

駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

運
行
さ
れ
る
。

　
雨
天
時
は
行
事
内
容
の
一
部

に
変
更
の
場
合
あ
り
。
問
い
合

わ
せ
は
第
�
師
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
＝
ｈｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｍ
ｏ

ｄ．
ｇ
ｏ．ｊ
ｐ
／
ｇ
ｓ
ｄ
ｆ
／
ｍ
ａ
ｅ
／１０

ｄ
／
＝
ま
た
は
司
令
部
広
報
室

＝
☎
（
７
９
１
）
２
１
９
１

（
内
線
４
４
７
２
）
＝
へ
。

　
映
像
と
光
を
駆
使
し
た
「
名

古
屋
城
×
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
　
Ｎ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
　
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
　
Ｅ
Ｄ
Ｏ
　
Ｆ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
」
（
中
日
新
聞
社

共
催
）
が
十
二
月
一
―
十
六

日
、
名
古
屋
城
＝
中
区
本
丸
一

＝
で
開
か
れ
る
。

　
七
代
藩
主
・
徳
川
宗
春
が
築

い
た
時
代
を
、
有
名
な
映
像
制

作
会
社
「
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
（
ネ
イ

キ
ッ
ド
）
」
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
は
じ
め
と

す
る
光
で
演
出
。
び
ょ
う
ぶ
絵

や
彫
刻
を
模
し
た
映
像
を
投
影

し
て
、
芸
ど
こ
ろ
名
古
屋
の
文

化
を
再
現
す
る
。

　
午
後
六
時
―
同
九
時
、
雨
天

決
行
。
名
古
屋
城
観
覧
料
を
含

む
前
売
り
入
場
券
は
大
人
千
円

（
当
日
千
二
百
円
）
、
中
学
生

以
下
無
料
。
千
八
百
円
（
大

人
）
で
金
シ
ャ
チ
横
丁
の
飲
食

券
千
円
分
付
き
も
あ
り
。
中
日

新
聞
販
売
店
な
ど
で
発
売
中
。

　
問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞
社

社
会
事
業
部
＝
☎
（
２
２
１
）

０
９
５
５
（
平
日
、
午
前
十
時

―
午
後
六
時
）
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
催
し
の
招
待
券
を
本
紙
読

者
五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
名
古
屋
城
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
四
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。
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